
 

 

 

 

 

5/13(木)中間考査、 準備万端…？！ 

 昨年同様に｢緊急事態宣言｣が出された中のＧＷ。定期考査に向けて「やらねばならん！」と

いう気持ちと「ちょっと」という気持ちが交錯し、打ち克った人とそうではなかった人とに分

かれたかもしれませんが、来週は、中間考査(５教科）があります。 

 「良い結果を」と考えている人がほとんどだと思いますが、そのためにもやるべ 

きことは、『授業に集中！』です。何度も何度も同じことを言われている、と思う人 

が多いと思いますが、授業でやったことを試験で問われているのだから、当然といえば当然の

ことなのです。授業を大切にし、『全集中！』で日々の授業に取り組もう。 

 

 

 

 

 この故事成語の意味は、どんな事でもコツコツと頑張り続けると、それが雨垂れのような小

さな力でもいつか実を結ぶという意味になります。簡潔に言うなら、“努力すれば成功する”と

いう類の代表的な諺です。まさに、今の君たち３年生に深く繋がるのではないでしょうか。 

 似た意味をもつ諺として「石の上にも三年」「点滴石を穿つ」などもあります。 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

河合さんは、「日本にだってできないはずはない、なんとか工夫をしなければならない」と、

自らを励まし、勇気づけながら、一心不乱に工夫を凝らし研究を続けます。そして、世界的な

「ＫＡＷＡＩ」ブランドの楽器を制作していく会社へと成長を続けます。勉強も同じでは…？ 

まずは、来週の中間考査に向け、時間の有効利用を図り、努力を続けていこう。 
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結 実 令和３年５月７日 
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 紀元前２世紀の中国、前漢王朝の時代の枚 乗
ばいじょう

という人物が書いた文章の一説、 

「泰山の 霤
りゅう

は石を穿ち、単極の航は幹を断つ」（泰山という山に降る雨垂れは、長い間には硬い石

にだって穴を開ける）から、この諺ができたようです。 

できないというのは、 

工夫が足りないのだ。研究心が足りないのだ。 

これくらいのものが、できなくてどうする。 

  なんとか工夫を続けてみよ。   

 河合楽器製作所 創業者 河合 小市 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「中間考査 学習計画表」から、“一日の反省”を紹介します。(心の声を聴いてみよう…) 

☆ワークはすべて終わったから、後は、暗記をしていこう！！ 

  ☆今日は少ししか勉強できなかったので、明日は時間を作っていきたいです。 

  ☆部活、塾から帰ってきてやる気が全くおこらず、寝てしまった。 

  ☆睡眠と休憩のバランス ×  ５教科とも問題演習したのは ○。 

  ☆今日は英語の長文や作文を解いた。 

  ☆オフだったから、めちゃくちゃ遊んだ。歴史ワーク終了＋英語の復習。 

  ☆10 時間以上勉強できて良かったです。内容も濃くできました。 

  ☆理科をよく頑張った１日だと思う。１年の範囲が難しくて手こずっているけど楽しいから頑張ろう！    

☆過去の問題を解いたけど、国語の文法ほとんど忘れていた。 

  ☆結構計画通りできた。暗記が難しい。   ☆部活など予定がなかったので、もっとできた。 

  ☆ＧＷは、ゴロゴロしてしまったことも多いので、気を引き締めていきたいです。 

  ☆さらなる苦手分野が見つけられた。心が折れることなく、前進していきたい。 

  ☆理科のワーク、明日の英語テストの勉強ができて良かったです。 

  ☆朝もできたし、集中して取り組めた。  ☆習い事があって少ししか勉強できなかった。 

  ☆理科の総整理問題集は３問できました。社会がまだ十分にできていないので、明日もやります。 

☆少し勉強量が少なかったから、挽回する     ☆ワークの間違えたところの解き直しができた。 

☆明日は、まだ終わっていない数学と英語に力を入れよう。   ☆人の名前を覚えるのに手こずった。 

 

 ＜来週の予定＞ 

  予 定   行事予定 給食 

5/10(月) 学 ○ ○ ○ ○ ○ 通常授業 ○ 

5/11(火) ○ ○ ○ ○ ○ ○ 通常授業 ○ 

5/12(水) ○ ○ ○ ○ 道  通常授業        職員会議 ○ 

5/13(木) 国数英社理 ﾃｽﾄ   中間考査(５科) ○ 

5/14(金) ○ ○ ○ ○ 総会 ⑤⑥生徒総会 ○ 
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